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 国際会計基準審議会（International Accounting Standards Boards：IASB）は2013年１月に「財務
報告開示に関する開示フォーラム」を開催し、このフォーラムで提案された「開示フレームワー
ク」を開発するプロジェクトがスタートした。このプロジェクトは「開示に関する取組み
（Disclosure Initiative）」と呼ばれる。これは国際財務報告基準（International Financial Reporting 
Standards：IFRS）における財務報告の開示内容を改善する一連の取組みを意味するものである。
IASBは「討議資料：財務報告の概念フレームワークの見直し（Discussion Paper：A Review of the 

























   
図表１：開示に関する取組み 
適用 調査研究 進行中の活動 








































































基準審議会（International Auditing and Assurance Standards Board：IAASB）と証券監督者国際機













































































 b) 財務諸表注記の目的は、以下の有用な情報を提供して基本財務諸表を補足することにある。 
  1. 企業の資産、負債、持分、収益、費用、持分変動、キャッシュ・フロー 
  2. 企業経営者や統治機関が効率的・効果的に企業資源を利用する責任を果たしたのか？ 
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 c) 財務諸表注記の目的を達成するために、IASBは以下の開示を提供するように求めている。 
  1. 報告企業全体に関する情報 
  2. 企業の主要財務諸表で認識された金額および変動（例えば、表示項目の分解、増減の内
訳、調整表など。） 
  3. 企業の未認識の資産および負債の性質と程度 
  4. 企業の資産および負債から生じるリスクの性質と程度 














 c) 討議資料で提案されたコミュニケーション原則を含めること。 
 d) 概念フレームワークでは電子的な財務諸表の様式の議論を含めないこと。 
 
 2014年７月24日に、IASBはセクション７について以下の点を決定した。 





 c) 基準設定において必要と想定する注記開示の議論を進めること。 
 d) 討議資料で提案されたリスクと将来予測情報の開示の議論は留保すること。 











































































  ●  注記開示の原則（目的と境界線、情報の組織、配置、様式、リンクの原則） 
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  ●  IFRS財務諸表における情報（非IFRS財務情報の表示と開示、比較情報） 
  ●  キャッシュ・フロー報告 
  ●  異なる開示と比例原則（proportionality） 
  ●  中間財務情報の開示 
 


















































 c) 重要性の適用に関する指針を提供すること。これは実務記述書の形式を採用する予定である。 
 d) 基準レビューの作業について、さらに作業が実施されるまで待つこと。 
 e) 要件には適用上の重要性のある場合にのみ適用するという覚書を含めないこと。 
 























 審議資料（AP11A）「注記における情報の様式」（2014年11月 IASB会議） 
 IASBは暫定的に以下の点を決定した。 
 a) 討議資料はIFRS全体に適用可能な高いレベルの様式の指針を含めること。 





































 審議資料（AP11C）「その他の非IFRS情報」（2015年２月 IASB会議） 
 IASBは次の点を決定した。討議資料は以下の予備的見解を含めるべきである。 



























セクション (案) 現在の状況 


















2 完全な一組の財務諸表への概念適用  
 合算/分解 ●2015年４月、IASBとの協議を予定する。 
●2015年４月、重要性の議論とリンクさせる。 
 情報の集団化・企業活動の一体的描写 ●2014年12月、IASBと協議した。 
●次のステップ 
○討議資料を作成する。 
3 注記への概念適用  
 情報の集団化・企業活動の一体的描写 ●2014年12月、IASBと協議した。 
●完全１組の財務諸表に適用する議論を参照のこと。 
○討議資料を作成する。 
 注記開示の首尾一貫性と比較可能性 ●2015年Q1、IASBと協議を予定する。 
 相互参照 ●2014年７月と10月、IASBと協議した。 
●次のステップ 
○討議資料を作成する。 
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